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はじめに

カワウＰﾉｉａなCﾉ℃COﾉｍｆｍﾉ加はペリカンI|に属する大型の水烏で，全長はおよそ80cmに達

する．内湾や湖沼に集Ｍ繁殖地や集荷|ねぐらを形成し，おもに魚食性であるが，’１１殻類など

も食物としている．災Ｍ繁殖地は本州各地にあり，東京不忠池，浜名湖周辺，愛知雌lll原町‘

知多､|と脇美浜，琵琶湖竹生島などが知られている（石｢Hほか２()00)．現在の生息数は全|:}ﾐ|で

およそ５～６万羽ともいわれているが，1970年代前半には商度経済成長期の環境悠化の影響

を受け，全国でも2,000羽程度にまで減少し，一時は絶滅の危機に瀕した種である（佐藤

1998)．しかし，その後は佃体数の増加や分布城の拡大が起こり，現在では地域によって養殖

魚やアユに対する食‘1'7:や集団繁殖地における森林被害が問題視されることすらでてきている

（布ⅡIほか200())．

浜fﾉ;湖周辺でのカワウの生息状況は、1980年に300羽の群れがはじめて目撃されたあと（カ

ワウ研究グループ1982)，集団繁殖地や集団ねぐらの出現と消失をくり返しながら呪在に至

っているが，1990年代以降の生息状況は全く明らかになっていない．本研究では，新)11}町il1

之郷にあるカワウのコロニーを『'１心に繁ﾊ11〔状け１１を調べ，郷阪地Ⅸおよび､''''11島'''1海浜公間を

含む浜僑湖周辺における現在のカワウの生息状況を明らかにすることを目的とした．

なお．本論文で使川するコロニーという川語は，集団繁殖地として利用された後，非繁殖

期にも集団ねぐらとして利用されている場合も含んだ集合地の愈味で使用した‐

調査地の概況

浜符湖周辺における集団繁殖地や集団ねぐらなどカワウに関係のある場所をＭ１に示した．

1970年代以降に浜穏湖で雌初にカワウが観察されたのは，1980年11月である．この時は，浜

名湖南東部の村櫛町村櫛地区をrli心に雌大で300羽程度が一時的に滞在し,1981年６１jまで集

Ⅲねぐらを形成していた（カワウ研究グループ1982)．その後、1983年に新届'111.''１之郷の養

魚場跡地にあったサギの集団繁殖地でカワウが兄られるようになり，1984年に繁例''〔が確認さ

れた．総個体数と営巣数は，1984年には雌大で457羽８巣，1985年には最大で783羽38巣，１９８７

年には最大で898羽62巣となり（背沼1987)、2000年現在も存続している．また，1985年には

村櫛町村櫛地区の養魚場跡地でも繁殖を開始しており（欄711985)，1988年４ｊｊまでは存続
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岡１．浜名湖周辺のカワウのコロニーの位置関係

Ｆｉｇ．1．LocationofcoloniesinandaroundLakeHamana．

していた（カワウ標識グループ1988)．錬阪地区は1987年に1,500羽10巣であり（カワウ標識

グループ1987)，1999年まで存続が確認されている．馬込川河口の集団ねぐらは1987年に

２，０００羽（カワウ標識グループ1987）であり，同一場所であるかは定かでないが，2000年に

は中田島町遠州灘海浜公園内にコロニーが存在している．これら以外に，太田川の集団ねぐ

らは1987年に300羽で(カワウ標識グループ1987),1991年３月まで存在が確認されている（カ

ワウ標識グループ1992)．芳川の集団ねぐらは1990年12月まで存在が確認されており（カワ

ウ標識グループ1992)，佐鳴湖にも1989年１１月に一時的に集団ねぐらを形成した（カワウ標

識グループ1990)．

1986年から1987年にかけて，浜名湖周辺では知多半島美浜コロニーで標識されたカワウが

のべ40羽確認され，この地域のカワウが知多半島から分散したものであることが示唆されて

おり（佐藤･斉藤1993)，1987年12月の浜名湖周辺のカワウ総数は，7,000羽程度と推定され

た（福田1987)．

2000年時点に存在し，調査を行なった浜名湖周辺のカワウのコロニーは，浜名郡新居町中

之郷にあるコロニー，浜名郡舞阪町舞阪地区にあるコロニー，浜名郡舞阪町吹上地区にある

コロニー，浜松市中田島町遠州灘海浜公園にあるコロニーの４つであった．

浜名郡新居町中之郷にあるカワウのコロニー（34.42'20'，Ｎ，137.33,55''E）は，養魚場跡地

の産業廃棄物最終処分場内にある防風林を中心に形成されていた．営巣のほとんどは防風用

に植えられているダンチクであったが，地上営巣のものや，コロニー内にある廃屋の屋根瓦
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上に営巣するものもあった．

浜名郡舞阪町舞阪地区にあるカワウのコロニー（34.41'20''Ｎ，137.37'３０，，Ｅ）は養魚場跡地

に形成されており，中之郷コロニーから東へ約5.5kmの位置にある．尚巣のほとんどはクロマ

ッであるが枯死の進行が著しい．また，地上営巣は確認されていない．

浜名郡舞阪町吹上地区にあるカワウのコロニー（34.41,30''Ｎ，137.36'５６，，Ｅ）は養魚場跡地

や養雌場の周辺に形成されており，中之郷コロニーから東へ約５kmの位満にある．営巣のほ

とんどはクロマツである．また，地上営巣は確認されていない．

浜松市中田島町にあるカワウのコロニー（34.39,50,'Ｎ，137.45,07,,E）は馬込川河、の遠州

灘海浜公園に形成されており，１１１之郷コロニーから東へ約18kmの位置にある．ここは，野鳥

保護区域となっている．また，地上営巣は確認されていない．

鯛査方法

中之郷コロニーでは，1996年４月から1999年12月まで，週１，２回程度16時から１７時にカワ

ウの個体数調査を行なった．調査には８倍の双眼鏡と20倍の地上望遠鏡をもちいた．この際，

コロニー内を10のブロックに分けて４か所の定点観察ポイントから複数名で･個体数をかぞえ

た．個体数には，巣立ち直前の親とほぼ同程度の大きさの巣内ビナも含めており，ブロック

ごとに調査員の平均値を出して合計した．また，1996年５月３日，８月９日，９月１４日，１２

月25日，1997年11月22日には日の出から約３時間のコロニーヘの出入りを観察し，飛去数と

飛来数の差にコロニー内残留数を加え，夜間をコロニーで過ごした総個体数を推定した．繁

殖状況は1996年から2000年まで繁殖期に毎月，コロニー全体の巣数をかぞえた．また，コロ

ニー内に20×5ｍの調査区画（個体数調査のブロック１）を設定し，1996年４月から1996年９

月にかけて50ｍ以上離れた場所から20倍の地上望遠鏡をもちいて巣数とヒナ数を記録した.ま

た，1998年および1999年は２月から８月にかけて40倍の地上望遠鏡をもちいて，同区画で同

様の観察を行なった．ヒナは綿毛が生えそろい，ある程度大きくなった状態（約20日齢）以

降の数を記録した．繁殖成功度は，つがいあたりの巣立ちヒナ数とし，約20日齢のヒナはみ

な巣立つという仮定のもとに，記録されたヒナの総数をヒナの存在が確認できた巣の数で割

ることで求めた．したがって，卵や小さいヒナの段階で繁殖に失敗したつがいは計算には含

まれていない．

浜名郡舞阪町舞阪地区にあるカワウのコロニーでは，1996年１１月から2000年７月まで不定

期に，１５時から16時の間に，２か所の定点観察ポイントから個体数調査および繁殖の有無を

確認した．

浜名郡舞阪町吹上地区にあるカワウのコロニーでは，2000年５月と７月に，１４時から15時

のあいだに，２か所の定点観察ポイントから個体数調査および繁殖の有無を確認した．

浜松市中田島町遠州灘海浜公岡内にあるカワウのコロニーでは，1999年12月から2000年７

月まで不定期に，１２時から１３時の間，繁殖の有無を確認した．
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表１．浜名湖周辺の４つのコロニーにおける定時観察時のカワウのコロニー内最大確認個体数と

ピーク時の確認巣数
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1987年はカワウ標識グループ(1987）より
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結果および考察

１．浜名湖周辺のコロニーの消長

表１に浜名湖で確認された中之郷コロニー，舞阪コロニー，吹上コロニー，村櫛コロニー

における個体数と営巣数を示した．浜名湖南部城には1987年の時点で，中之郷コロニー・舞

阪コロニー・村櫛コロニーが存在していたが（カワウ標識グループ1987)，1996年４月には

村櫛コロニーはすでに消滅しており，中之郷コロニーの個体数が大きく増加していた．

舞阪コロニーは，1999年３月28日には1,966羽が確認され，繁殖も確認されたが，2000年５

月には大きく縮小し，新たに吹上コロニーが形成されていた．この吹上コロニーは，2000年

２月頃に舞阪コロニーを利用していたカワウの一部が500ｍ程西にある舞阪町吹上地区防風林

に移動して，形成されたものと考えられる．コロニーの形成は，これまでの日本の事例では

集団ねぐらとして利用していた場所で繁殖がはじまるのがほとんどであり，何もなかった場

所で繁殖が始まるのは，ほかのコロニーでの撹乱があった時だといわれる（石田朗私信)．

吹上地区は近年，集団ねぐらとして利用されていた形跡はなく，舞阪コロニーの付近で1999

年秋から護岸工事がはじまったことや，営巣樹木の枯死が著しくなったことなどが撹乱の要

因になったと考えられる．また，海浜公園コロニーでは1999年から2000年にかけて繁殖して

いることを確認した．海浜公園コロニーは馬込川と芳川の河口付近の合流地点にあるため，

1987年に馬込川河口で確認された集団ねぐら（カワウ標識グループ1987）の場所と同一もし

くは近接している可能性が高いと考えられる．

舞阪コロニーは，1987年に1,500羽の規模ながら10巣（カワウ標識グループ1987）しかな

く集団ねぐらとしての利用が主であった．一方，ここ数年ではコロニー内の観察時における

個体数に対する巣数の割合が，1996年４月には中之郷コロニーの0.51に対して舞阪コロニー

は0.36であり，1998年３月には中之郷コロニーの0.50に対して舞阪コロニーは0.36,2000年

５月には中之郷コロニーの0.37に対して舞阪コロニーは0.22と低い(表１）．これらのことか

ら，1987年の時ほどではないにしても依然として舞阪コロニーは集団ねぐらとしての性格が



表２．中之郷コロニーのカワウの繁殖羽個体の初観測日と営巣状況.---はデータの欠損を示す．

Table２．ThedateofthefirstobservationoftheGreatCormorantinbreedin8andbreedingcondition．

繁殖羽個体初観測日

Dayofbreedingplumageobserved
営巣開始確認日

Dayofnestingstart
繁殖の終息

Endofbreeding

1996-971997-981998-991999-2000

lan､９Dec4 Jan7

Jan､１８Ｆｅｂ２ Ｊａｎ､2０Ｆｅｂ３

ＭｉｄＡｕｇＬａｔｅＡｕｇ．
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強く，繁殖期においても繁殖に参加していない烏の割合が高いと考えられる．また，吹上コ

ロニーでは2000年５月のコロニー内の観察時における個体数に対する巣数の割合が0.47であ

り，繁殖期にも集団ねぐらとしての性格が強い舞阪コロニーとは違い，吹上コロニーは集団

繁殖地としての'性格が強いことが推察できる．

このように，判明しているだけでもコロニーの場所は現在も変遷を続けていることがわか

っている．

２．浜名湖周辺における繁殖時期

カワウは，繁殖期に入ると頭部に白色の飾り羽がつき，腰に臼斑のある繁航羽になる．表

２に1997年から1999年の繁殖羽個体の初観測日と営巣状況を示した.''１之郷コロニーでは1997

年１月９日，1997年１２月４日および，1999年１月７日に繁殖羽個体の初観測をした．また、

運び込んだ巣材などが観察できた鴬巣開始の確認日はそれぞれ1997年111181]，1998年２月

２日および，1999年１月20日であった．1998年７月28日にはブロックｌにおいて巣立ち直前

のヒナのいる巣数が３に減少したこと，1999年８月12日にブロック１において巣立ち直前の

ヒナのいる巣数がｌに減少したこと，これらのヒナが巣立つのにさらに１週間藤度かかると

考えられることなどから，繁殖時期の終息はそれぞれ８月中旬，８月下旬と判断した．以上

のことから折繁殖期間を営巣開始から育雛終了までの繁殖に従事した期間とすると，’'１之郷

コロニーは１月から８月のあいだが繁殖期と考えることができる．

愛知県知多半島にある｢鵜の111｣，布土，菅苅の３コロニーの繁殖期は，ｌ２ｌｌ半ば過ぎに繁

殖羽の個体の集合で始まり，１２月下旬から５月まで造巣-産卵-育雛期を経て８月までと考え

られており（佐藤・島田1992)，浜押胡のそれとほぼ同調している．これは浜名湖のカワウ

個体群の繁殖期が，分派してきたと考えられる知多半島美浜個体群の繁弛期から大きく変化

していないことを示している．また，琵琶湖の竹生島コロニー，伊崎コロニーの繁殖期も同

様に，２月から８月であり（カワウ環境研究会1997）浜名湖の個体群とほぼ同時期に繁殖を

している．一方，上野動物間にある不忍池コロニーでは前年８月から翌年７月までほぼ一年

中営巣活動が継続し，とくに９月から11月と２月から４月の２つの時期に繁殖する個体が多

いことが知られている(福田1980)．この不忍池コロニーで1986年に標識された個体が，１９８９

年に舞阪町吹上地区において死体で回収されている（福田1994)．このため，浜名湖に生息
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表３．中之郷コロニーにおける総個体数と定時カウントの個体数との関係．
（）内は総個体数に対する定時カウントの割合（％）を示す．

Table３.Therelationshipbetweenestimatedpopulationsizeandthenumberof
cormorantscountedatl6:00-17:00.

総個体数

estimatedpopulation
定時カウント数
No.ofindividuall6:00-17:００

1996.5.31996.8.91996.9.141996.12.251997.11.22

１４１１

１０１３

(71.8％）

２０２４

１２９０
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１１６５
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図２．中之郷コロニーの16時から17時のカウントによる個体数の季節変動
Fig.２．SeasonalfluctuationinthenumberoftheGreatCormorantatNakanogohcolony．

する個体群の中には，美浜個体群由来のもの以外に不忍池コロニー由来のものが含まれてい

ることも考えられるが，1996年から2000年まで繁殖時期の大きな変動はみられなかった．

３．各コロニーにおける個体数の季節変化

表３に中之郷コロニーにおける1996年の日の出後の調査での総個体数と16時から17時の定

時調査の個体数との関係を示した．これらの結果から，定時調査の個体数は，少なくとも営

巣時期にあたる５月から９月までは総個体数の60～70％であり，非繁殖期にはこれよりも相

当に少なくなることがあると考えられる．図２に中之郷コロニーの16時から17時の個体数の

季節変動を示した．1996年から1998年における定時調査の個体数の季節変動は，春から夏に

かけて個体数が多く，秋から冬にかけて少なくなるというほぼ同じ傾向の季節変動を示した．

しかし，1999年はこれら３年のものに比べて５月以降の個体数は減少していた．これは，５
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図３．舞阪コロニーにおける個体数変動

Fig.３．ThefluctuationofthepopulationsizeoftheGreatCormorantatMaisakacolony．

月上旬にブロック１で巣落としがあり，その影響と思われる．

図３に舞阪コロニーにおける個体数変動を示した．舞阪コロニーの個体数は，1996年１１月

は1,700羽，1997年３月から５月にかけては500羽から750羽となり，冬期に比べ繁殖期には少

ない傾向を示した．これらのことから，中之郷コロニーを利用するカワウの個体数の季節変

動における２月下旬から３月にかけての増加は，舞阪コロニーなど他の集団ねぐらから繁殖

のため中之郷コロニーに集まってくる個体によるものと考えられ，６月から８月にかけての

増加は巣立ちヒナによるものと思われる．また，その後の減少傾向は巣立ち直後の幼烏の死

亡や，舞阪コロニーでも個体数が８月に少ない（図３）ことから，非繁殖期に浜名湖外の集

団ねぐらへ移動する個体がいるためと思われる．これらのことから，2000年現在の中之郷コ

ロニーは１年を通じて集団繁殖地および集団ねぐらとして利用される周年形成型であり，と

くに集団繁殖地としての性格が強いことが明らかとなった．また，舞阪コロニーは，非繁殖

期の大規模な集団ねぐらとして始まった当時の性格を強く残していると言える．このように，

同じ地域でもコロニーごとに役割が違い，カワウは季節ごとにコロニーを使い分けている可
能性がある．

４．繁殖成功度

図４に1996年の中之郷コロニーのブロックｌにおけるヒナが確認できた巣数と巣内ビナ数

の変動を示した．1996年の中之郷コロニーでの繁殖成功度は，５月中旬に26巣中でヒナ数４３

羽を示したことから，１巣あたり1.6から1.7羽程度と考えられる．カワウのｌ腹卵数は約３

個であると言われており（佐藤・島田1992)，中之郷コロニーの地上営巣における観察にお
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いても同様の傾向がみられた．これらのことから，’'１之郷コロニーのヒナが2011齢まで逃し

た巣の卯あたりの繁殖成功度は45％程度と推定される．また，1997年５Il22IIには，ヒナ数

89羽・巣数45個，1998年５月3011にはヒナ数163羽・巣数84個であり，それぞれ１巣あたりの

繁殖成功度は1.98羽と1.94羽であった．1997年以降，望遠鏡の観察陪率を上げ、やや小さめ

のヒナも含めて数えたことを考臆すると1996年から1998年にかけての''1之郷コロニーにおけ

る繁殖成功度はほぼ一定水準で推移したと考えられる．

鵜の山の背刈池コロニーでの繁殖状況は，1986年から1991年の調悲で，巣立ち111能のヒナ

はｌ巣あたり1.3～1.7羽、平均1.4羽であった（佐藤1992)．また，琵琶湖の竹生脇コロニ

ー，伊崎コロニーで､は1992年の調査で，それぞれｌ巣あたり1.8羽，2.1羽が巣立ち数として

推定されていた（カワウ環境研究会1993)．これらのことより，ｌｌｌ之郷コロニーでの繁殖成

功度は、ほかのコロニーとほぼ同等であると考えられる．

５．浜名湖周辺のコロニーにおける佃体数の推移

毎年少なくとも１羽以上のヒナを巣立たせたカワウのつがい数は，’'1之郷コロニーだけで

も1996年以降３年間の調査で年間351±１１０（平均価±SD）巣確認されていることから、ｌ巣

あたりの繁殖成功度を1.6羽と仮定すると少なくとも561羽以上のヒナが巣立っているとザえ

られる．また，郷阪コロニーや吹上コロニーでの街巣状況を考えると，浜榊１１全体ではこれ

以上のヒナが巣立っていることになる．このような状況にもかかわらず，1996年から20()()年
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において浜名湖南部域でカワウ個体数の大きな琳加傾向はみられていない．これは，鵜の111

の菅刈池コロニーでのカワウ個体数が1985年の12,000羽をピークに1997年には10,000羽と惟

移し（石田ほか2000)，1986年の繁殖成功度は前述のように1.4羽（佐藤1992）であったこ

とや,琵琶湖でのカワウ個体数が1992年に3,000羽から4,000羽程度から1994年には3,635羽と

推移し（カワウ環境研究会1997)，1992年の繁殖成功度は前述のように1.8羽から2.1羽（カ

ワウ環境研究会1993)であったことなどと同様の傾向を示していると考えられる．これらの

ことから，浜名湖におけるカワウの生息条件はほぼ飽祁状態に達していると考えられる．こ

れは，浜名湖南部域のコロニー全体おける営巣数が大きく変動しておらず(表ｌ），常巣可能

面積が限られていると考えられることや浜名湖周辺における食物通の制限などが原因と考え

られる．このため，浜名湖で生まれた個体の増加分は，2000年までは生息数の増加にはあま

り繋がっておらず，他の地域へ移動していく個体が生じていることが考えられる．また，コ

ロニーが養魚場跡地など人の生活圏に近いところにあるため，1999年にみられた巣落としの

ように繁殖期に大きな障害を受ける場合があることや駆除などの人為的淘汰圧も原因の１つ

であろうと考えられる．一方，吹上コロニーが新たに形成され営巣地が増加したことなどか

ら，浜名湖周辺に生息するカワウの個体数が，今後哨加していく可能性はあるものと思われ

る．
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要約

浜名湖にある新居町中之郷コロニーにおいて，カワウのｌｌｊｌ体数の季節変化，繁殖状況を洲行した．

また，鮮阪町舞阪コロニー，鮮阪町吹上コロニー，IllIIlLI)町海浜公|割コロニーではカワウの生息状況

を調査した．その結果，新届町中之郷コロニーは1年を通して利用され，繁殖は２１]から８）lにかけ

て行なわれていた．中之郷コロニーにおける1996年に確認された巣数は最大463個であり，巣立ちま

で成長するヒナは１巣あたり1.6羽程度と推定された．！|'之郷コロニーでは1996年から2000年まで，

舞阪町舞阪コロニーでは1996年から2000年まで,中田島町海浜公卿コロニーでは1999年から2000年ま

で繁殖が確認された．舞阪町吹上コロニーは2000年に繁殖が確認された．
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Westudiedthebreedingbiology,seasonalfluctuationinnumbers,andbreedingstatusof

GreatCormorants研aAzcうりｃｏｍｘ“》もOaroundLakeHamana（1996-2000)．

CormorantsstayedthroughouttheyearandbredfromFebruarytoAugustattheNakanogoh

colony・Ｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｎｕｍｂｅｒｏｆｎｅｓｔｓｆｏｕｎｄｔｈｅｒｅｗａｓ４６３ｉｎｌ９９６，Wecalculatedthatthe

averagenumberoffledglingspernestwas1.6．TherewerethreeothercoloniesaroundLake

Hamalla:thecolonyatMaisakawasobservedilll996-2000,thecolonyatNakatajimainl999

-2000,andthecolonyatFukiagein2000，ｏｎｌｙ．
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